
体育科教育

における教材研究

一水泳教材を中心としてー

松岡重信

1) はじめに

教育のシステム化は，体育科教育iとも連鎖する概念

である。その本質は，授業において方法の効率化と長

適化を図って目的を達成しようとすることであり，ま

た教材・教兵・教授法など最適な環境づくりを行なう

授業経営を組織する乙とであるとは坂元等の指摘する

所である。

この教授霞適化の意味は，馬場によると，教授系に

よって加えられる入力が学習系において長も効果的Iζ

受容されるとともに，その出力を最大ならしめるとい

う教授系にウェイトを置いた最適化と，学習指導の方

法を子供の能力の状態ICゐわせて段通化するという子

供の能力11:ウェイトを置いた最適化からなる。(ト89)

著者は教授学の立場から，入力条件として明確に出

来るものを規定し，そ乙から実験授業を重ねて，学校

体育のー領域を占める水泳教材の学習指導の最適化を

目指そうとした。

2) 水泳授業の構造

以上の観点から水泳授業の活動を分析すると図に示

すような教綬・学習過程が臨画化される。従来体育科

における授業分析は適時的に実践されることが多かっ

たが. In-put. Out-put という因果関係として把握

するためには共時的にも構造化する必要がある。乙の

共時的な分析をする場合，入力条件として体育科教育

にはその特質とする運動技能があり，その下部情造11:

Skillの Elementsがある。乙の要因の配列を媒

体として，教綬活動は言語情報・視覚情報並びに長も

本質的t，t.筋覚情報の提示が丞本的には図tと示すような

回路ととZって作動している。また図は，教師・生徒と

いった人的要因も過去経験・能力・興味・価値観・

性格などの極めて規定しにくい内部フィードパック機

能をもっ健造として BIack-Box IC表示している。

出力として把握出来るものは，具体的にその運動技能

に関する課題が達成されたか否かを変量とし， 乙れに

かかわる error と successをパラメータとした。

この出現頻度及びその重要度すとEわちリンクスが教師

の内部機能を介して発動される。即ち，授業は共時的

にみれば教材を介しての教授活動と生徒の学習結果の
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相対関係でゐり，通時的lとは，図i1:示した層が幾重か

に積層されその授業の目的K接近する過程であるとい

える。この様な授業観にたつ時，木原も指摘するよう

に，授業の場で最も重要な事は，カリキュラムではな

かろうかとする。教材の選沢・配列・結合のいかんが

学習効果としての思考や認識に直径的に統合すると思

われる。

3)水泳初心者指導にお切る教材の系統性に関す

る問題の所在

岸楢夫は，日本における水泳初心者指導の体系につ

いて，江戸時代以来「水慣れ」一「浮き万J-r初歩
泳」一「泳法Jへと現在まで一貫しているとする。 (2
-216) 

これは今回の改訂指導要領における学年別学習内容の

配列にもそのまま適用されている。これに対して1957

年より丹下保夫・中村敏夫らを中心とする学校体育研

究同志会が， カリキュラム自主編成運動の中で開発し

た「ドル平」泳法は，伝統的な体系の「初歩泳」まで

の段階を統合した概念として基礎泳法と位置づけた。

乙の泳法は現時点では一般化されていないが，その理

論熔成は明らかK従来のものと異るので比較実験する

乙ととしTこ。

4)実験手続き

伝統的な体系をとる教材配列のモデルとして，波多

野勲案を基本的体系として 51ステッ升と権成し，乙れを

統制群とした。一方「ドル平」より近代泳法へのモデ

ルを必ステッ力と構成しこれを実験群とした。教材配列

以外の実験条件は同様に規定した。両群ω名編成で，

それぞれの設材内容について学習した指導員カ被験者

10名づつを分担する。被験者はゐらかじめ泳力検定に

おいて学習目標としたクロール，平泳，背泳ぎの3種

目で25m以下の初心者で， ク.ループ関はほぼ等質に編

成されている。 25m以下という判定は rまだ泳げな
い者」という経験的判断であるが初心者といっても，

(173) 



年齢的lとは筋力が発達していることを考えたからでゐ

る。学習効果として，各泳法の可泳距際を主な変量と

し，学習者のモラールを参考資料とした。結果の処理

は分散分析による。実験期間は日実質指導 2時間

を5日間実施した。途中見学者並びにテスト未終了者

を除き両苦手有効サンプル 30を得た。

5) 実験結果と考察

プリテスト・ファイナルテストの結果は友の伎にな

り各泳法とも実験lif'と優位性を示した。

プリテスト・ファイナルテストの結果

I~ 
実験群 統制群

クロール背泳平泳 クローJレ背泳平泳

リノスT トA 
12.5 11.6 32.0 13.8 12.2 33.9 

SD 6.119 10.694 21.279 7.740 10.924 21.842 

品アフトテスX 
35.0 64.8 76.3 30.4 62.2 61.8 

SD 17.307 32.407 41.992 14.065 35.097 38.771 

すなわち，先ずプリテストではクロール・背泳は両群

は15m以下の泳力しかなかった者がファイナルテスト

では 25m以上の泳能力へと向上した乙とに注目される。

乙れは泳げとfいものが泳げるようになったという能力

が構成されたことを意味する。両群ともにF検定¢結

果Hぢ水準で有意差があり顕著な学習効果と認められ
る。この僚な統計量の有志差は一般的な結論であるが，

かかる有志差よりも，前述のように「泳げる」ように

なったということカι一層重要であろう。但し平泳はプ

リテストの段階で30m以上の可泳距離でゐる杭 これ

も約 2倍の距離にまで発達しているから，繰返し学習

効果は著しいといえる。これに対してファイナルテス

トで両群を比較するとクロール・背泳・平泳の各泳法

において実験群 35.0・64.8・76.3，の数値を示すの，ctす

して，統制群は 30.4・臼.2・61.8で実験群が優れてい

る傾向を示した。しかしファイナルテストの結果のT

検定においては， 5%水準でも有志差を認めない。乙

OY:Jより両群教材配列ともに学習効果の側面において

は有志lζ作用しているが優劣を決定する程の差は認め

られなかった。けれども実険群における数値の比較的

な大きさは，次のモラールの傾向とあいまって，いま

少しく実験期間を永くすると統計的有意差を示す可能

性があり，従って「ドル平」泳法の有効性が認められ

る。

満足度が反映し態度・行動となって出現するといった

文脈の中で把握されるが，実験条件差の中で，呼吸動

作を重点的に指導した実験群教授活動なら凶じその

教材配列の優位性がうかがえる。

6) まとめ

体育科における教俊・学習過程の段通化を目指して

入力としての教材配列I乙立脚点を求め，教材のシステ

ム化を志向した。比較実験の結果は，

①「ドル平」泳法によって教浸した群は，統制3fよ

りも，クロール・背泳・平泳のそれぞれの項目におい

てすぐれた数値を示したが，統計量では奇異差が認め

られず， もっと長期的実験授業令行うことが必要とさ

れた。

②実働4日8時間の学習指導であったが，その学習

効采は統計学的;ζ有意な差を示し著しい学習効果が認

められた。それは「泳げない」という水準から「泳げ

る」という有効な学習水準の変動を示したことになっ

fこ。

③実験群におけるモラールは，統制群のそれより高

く逐目的に上昇した結果を示し注目された。

以上の事は教材の現代化という視点より考察すると

少なくとも，水中における呼吸動作を中心R栂成され

た「ドル平」泳法を用いた教授万法は，従来の万法よ

りすぐれており，より現代化したものといえる。従来

は，児童を中心とした結果であったが，この実験は，

固癖修正の比較的困難とされる女子大生にも有効に適

用される事実を示し，教材の現代化R有効な万法であ

るととが定位された。しかし単元権成に制約されたと

はいえ，いま少しく長期閣の実験授業であれば確定さ

れたでゐろうとL、う欠点があり，将来の追試を必要と

する。(広島大学大学院)
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